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第１期計画の主な取り組み状況 

（１）「子どもの௹かなਛশを支इॊ教育・保育の੦ೕづくり」の取り組み状況    

第１期計画中、第４章施策の展開、「１．子どもの豊かな成長を支える教育・保育の基盤

づくり」で設定した目標事業量に対する達成状況は以下の通りです。 

①教育・保育事業 

■教育事業【１号認定】 

（単位：人） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 347 343 337 279 270 

確保の内容 292 290 337 279 270 

実績値 308 286 292 251  

 

 

 

 

 

■保育事業【２号認定】 

（単位：人） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 512 511 498 528 512 

確保の内容 512 511 498 528 512 

実績値 531 541 507 513  

 

 

 

 

 

■保育事業【３号認定（０歳児）】 

（単位：人） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 92 90 88 80 75 

確保の内容 92 90 88 80 75 

実績値 79 80 79 88  
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■保育事業【３号認定（１・２歳児）】 

（単位：人） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 317 316 310 291 269 

確保の内容 317 316 310 291 269 

実績値 322 307 340 323  

 

 

 

 

 

 

②地域子ども・子育て支援事業 

■利用者支援事業 

（単位：か所） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 1 1 1 2 2 

確保の内容 1 1 1 2 2 

実績値 1 1 1 2  

 

 

 

 

 

■時間外保育事業（延長保育事業） 

（単位：実人数／年） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 107 106 104 102 100 

確保の内容 107 106 104 102 100 

実績値 92 73 82 79  
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■放課後児童健全育成事業（学童保育所） 

（単位：実人数／年） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 

量の見込み（低

学年） 
270 255 250 294 288 

量の見込み（高

学年） 
112 110 109 50 50 

確保の内容 355 355 355 344 338 

実績値（低学年） 281 247 265 267  

実績値（高学年） 33 42 35 30  

 

 

 

 

 

■子育て短期支援事業 

（単位：延べ人数／年） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 0 0 0 0 0 

確保の内容 0 0 0 0 0 

実績値 0 0 0 5  

 

 

 

 

 

 

■乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業・新生児訪問指導） 

（単位：実人数／年） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 267 262 256 211 199 

確保の内容 267 262 256 211 199 

実績値 240 224 210 185  
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■養育支援訪問事業 

（単位：実人数／年） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 5 5 5 5 5 

確保の内容 5 5 5 5 5 

実績値 0 0 0 0  

 

 

 

 

 

■地域子育て支援拠点事業（子育て支援センター事業） 

（単位：延べ人数／月） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 1,639 1,625 1,592 471 438 

確保の内容 1,639 1,625 1,592 471 438 

実績値 1,322 1,121 1,202 585  

 

※１ 平成 30 年度以降、単位が組／月となっています。 

 

 

 

 

■一時預かり事業 

【幼稚園在園児を対象とした一時預かり（預かり保育）】 

（単位：延べ人数／年） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 17,859 17,819 17,383 16,041 15,893 

確保の内容 17,859 17,819 17,383 16,041 15,893 

実績値 16,925 16,498 16,676 14,745  
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【その他の一時預かり】 

（単位：延べ人数／年） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 4,811 4,783 4,670 1,901 1,864 

確保の内容 4,811 4,783 4,670 1,901 1,864 

実績値 2,065 1,923 1,600 903  

 

 

 

 

 

■病児・病後児保育事業 

（単位：延べ人数／年） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 1,062 1,057 1,033 1,013 996 

確保の内容 0 0 0 0 996 

実績値 0 0 0 0  

 

 

 

 

 

■ファミリーサポートセンター事業（就学児のみ） 

（単位：延べ人数／年） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 70 68 67 500 550 

確保の内容 70 68 67 500 550 

実績値 25 347 565 373  
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■妊婦健康診査事業 

（単位：延べ回数／年） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
量の見込み 3,360 3,256 3,192 2,512 2,376 

確保の内容 3,360 3,256 3,192 2,512 2,376 

実績値 2,676 2,603 2,440 2,314  
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（２）「健やかな子どもをはぐくむ環境づくり」の取り組み状況 

第１期計画中、第４章施策の展開、「２．健やかな子どもをはぐくむ環境づくり」の取り

組み状況は以下の通りです。 

①保幼小連携・小中一貫教育の推進 

■「しそうこども指針」に基づいた教育・保育の充実と子育て支援の推進 

≪取り組み及び状況≫ 

・しそう学校園所パートナーシップ事業の取り組みにより、すべての小学校区で、連携事

業に取り組んでいます。 

 

 

 

■「しそうの子ども生き活きプラン」の推進 

≪取り組み及び状況≫ 

・平成 30 年度より実施し、６本の基本目標、23 項目の主要施策に基づいて、すべての基

本目標・主要施策を実施しています。 

 

 

 

②就学前教育・保育の環境整備 

■「宍粟市幼保一元化推進計画」の推進及び質の高い教育・保育の一体的提供 

≪取り組み及び状況≫ 

・戸原こども園（山崎南中学校区）及び一宮北こども園（一宮北中学校区）を開園しまし

た。 

・一宮南中学校区での幼保一元化により、７中学校区の内、３中学校区において、再編の

方針が決定しました。 

 

 

 

■質の高い教育・保育の提供に向けた職員研修の充実 

≪取り組み及び状況≫ 

・幼稚園、保育所、こども園の園内研修に加えて、宍粟市教育研修所事業（ライフステー

ジ別研修）等で研修の機会を確保して、幼児教育・保育の質の向上に努めています。 

・保育者としての資質向上を図るために、キャリアパスの仕組みが導入され、宍粟市でも、

キャリアアップのための研修会を開催しています。 
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③放課後子ども総合プランの推進    

≪取り組み及び状況≫ 

・宍粟市放課後プラン事業行動計画に基づき、すべての小学校区で学童保育と放課後子ど

も教室を一体型あるいは連携型として整備をするなど、学童保育と放課後子ども教室の

連携に努めています。 

 

 

 

④特別な配慮が必要な子どもへの支援    

■保育士等の加配による教育・保育の提供体制の整備 

≪取り組み及び状況≫ 

・特別支援教育・保育会議の開催により、特別な支援を必要とする子どもの状況に応じて、

保育士の加配を実施しました。 

 

 

 

■関係機関の連携による一体的な支援環境の整備 

≪取り組み及び状況≫ 

・特別支援教育・保育会議を開催し、主治医の診断及び意見に加えて、日ごろから当該児

童を保育する園所長及び担当保育教諭、担当保健師等が連携して、必要な支援について

ケース検討を行っている。 

 

 

 


